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【手続補正書】
【提出日】平成24年10月15日(2012.10.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
加硫可能なポリマー組成物であって、
（ｉ）以下のものから誘導されるモノマー繰り返し単位を有するポリマー主鎖を有するポ
リマー：
（ｉａ）前記ポリマーを基準にして、少なくとも２５重量％～９９．９重量％、好ましく
は２５～８９．５重量％、より好ましくは３０～８０重量％、特に好ましくは４５～７５
重量％の、前記ポリマー主鎖に二級炭素および三級炭素の少なくとも１個を導入する第一
のモノマー、好ましくは少なくとも１種のジエンモノマー、および
（ｉｂ）前記ポリマーを基準にして、０～７４．９重量％、好ましくは１０～６０重量％
、より好ましくは１５～５５重量％、特に好ましくは２０～５０重量％の範囲の、少なく
とも第二のモノマー、好ましくはα，β－エチレン性不飽和ニトリルモノマー；
（ｉｃ）前記ポリマーを基準にして、０．１～２０重量％、好ましくは０．５～２０重量
％、より好ましくは１～１５重量％、特に好ましくは１．５～１０重量％の範囲の、第三
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のモノマーとしての、少なくとも１種の、α，β－エチレン性不飽和ジカルボン酸モノエ
ステルモノマー、α，β－エチレン性不飽和ジカルボン酸モノマー、α，β－エチレン性
不飽和ジカルボン酸無水物モノマー、またはα，β－エチレン性不飽和ジカルボン酸ジエ
ステル、
ここで、（ｉａ）、（ｉｂ）および（ｉｃ）に記載のすべてのモノマー単位を合計したも
のが１００重量％である；
（ｉｉ）少なくとも１種のポリアミン架橋剤、
（ｉｉｉ）少なくとも１種の二環もしくは多環のアミン系塩基、ならびに
（ｉｖ）少なくとも１種のアルカリ金属塩、
を含む加硫可能なポリマー組成物。
【請求項２】
（ｉ）以下のものから誘導される、場合によっては水素化されたニトリルポリマー：
（ｉａ）少なくとも１種の共役ジエン、
（ｉｂ）少なくとも１種のα，β－不飽和ニトリル、および
（ｉｃ）第三のモノマーとしての、少なくとも１種のα，β－エチレン性不飽和ジカルボ
ン酸モノエステルモノマー、α，β－エチレン性不飽和ジカルボン酸モノマー、α，β－
エチレン性不飽和ジカルボン酸無水物モノマー、またはα，β－エチレン性不飽和ジカル
ボン酸ジエステル、
（ｉｉ）少なくとも１種のポリアミン架橋剤、
（ｉｉｉ）１，８－ジアザビシクロ［５．４．０］ウンデカ－７－エン（ＤＢＵ）、１，
５－ジアザビシクロ［４．３．０］－５－ノネン（ＤＢＮ）、１，４－ジアザビシクロ［
２．２．２］オクタン（ＤＡＢＣＯ）、１，５，７－トリアザビシクロ［４．４．０］デ
カ－５－エン（ＴＢＤ）、７－メチル－１，５，７－トリアザビシクロ［４．４．０］デ
カ－５－エン（ＭＴＢＤ）およびそれらの誘導体からなる群から特に選択される少なくと
も１種の二環もしくは多環のアミン系塩基、
（ｉｖ）少なくとも１種のアルカリ金属塩、
（ｖ）場合によっては少なくとも１種の抗酸化剤、ならびに
（ｖｉ）場合によっては少なくとも１種の充填剤、
を含む、請求項１に記載の加硫可能なポリマー組成物。
【請求項３】
前記ポリマー（ｉ）を、少なくとも１種のポリアミン架橋剤（ｉｉ）、少なくとも１種の
二環もしくは多環のアミン系塩基（ｉｉｉ）および少なくとも１種のアルカリ金属塩（ｉ
ｖ）と混合することを含む、請求項１に記載の加硫可能なポリマー組成物を調製するため
の方法。
【請求項４】
ポリマー加硫物を調製するための方法であって、
以下のものから誘導されるモノマー繰り返し単位を有するポリマー主鎖を有するポリマー
（ｉ）、
（ｉａ）前記ポリマーを基準にして、少なくとも２５重量％～９９．９重量％、好ましく
は２５～８９．５重量％、より好ましくは３０～８０重量％、特に好ましくは４５～７５
重量％の、前記ポリマー主鎖に二級炭素および三級炭素の少なくとも１個を導入する第一
のモノマー、好ましくは少なくとも１種のジエンモノマー、および
（ｉｂ）前記ポリマーを基準にして、０～７４．９重量％、好ましくは１０～６０重量％
、より好ましくは１５～５５重量％、特に好ましくは２０～５０重量％の範囲の、少なく
とも第二のモノマー、好ましくはα，β－エチレン性不飽和ニトリルモノマー；
（ｉｃ）前記ポリマーを基準にして、０．１～２０重量％、好ましくは０．５～２０重量
％、より好ましくは１～１５重量％、特に好ましくは１．５～１０重量％の範囲の、第三
のモノマーとしての、少なくとも１種の、α，β－エチレン性不飽和ジカルボン酸モノエ
ステルモノマー、α，β－エチレン性不飽和ジカルボン酸モノマー、α，β－エチレン性
不飽和ジカルボン酸無水物モノマー、またはα，β－エチレン性不飽和ジカルボン酸ジエ
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ステル、好ましくは、少なくとも１種のα，β－エチレン性不飽和ジカルボン酸モノエス
テルモノマー；[ここで、（ｉａ）、（ｉｂ）および（ｉｃ）として言及されたすべての
モノマー繰り返し単位の合計が１００重量％である］を、
少なくとも１種のポリアミン架橋剤（ｉｉ）、
好ましくは１，８－ジアザビシクロ［５．４．０］ウンデカ－７－エン（ＤＢＵ）、１，
５－ジアザビシクロ［４．３．０］－５－ノネン（ＤＢＮ）、１，４－ジアザビシクロ［
２．２．２］オクタン（ＤＡＢＣＯ）１，５，７－トリアザビシクロ［４．４．０］デカ
－５－エン（ＴＢＤ）、７－メチル－１，５，７－トリアザビシクロ［４．４．０］デカ
－５－エン（ＭＴＢＤ）およびそれらの誘導体からなる群から選択される、少なくとも１
種の二環もしくは多環のアミン系塩基（ｉｉｉ）、ならびに
少なくとも１種のアルカリ金属塩（ｉｖ）
と共に、高温で加硫することによってポリマー加硫物を調製するための方法。
【請求項５】
ポリマー加硫物であって、
以下のものから誘導されるポリマー主鎖を有するポリマー（ｉ）：
（ｉａ）前記ポリマーを基準にして、少なくとも２５重量％～９９．９重量％、好ましく
は２５～８９．５重量％、より好ましくは３０～８０重量％、特に好ましくは４５～７５
重量％の、前記ポリマー主鎖に二級炭素および三級炭素の少なくとも１個を導入する第一
のモノマー、好ましくは少なくとも１種のジエンモノマー、
（ｉｂ）前記ポリマーを基準にして、０～７４．９重量％、好ましくは１０～６０重量％
、より好ましくは１５～５５重量％、特に好ましくは２０～５０重量％の範囲の、少なく
とも第二のモノマー、好ましくはα，β－エチレン性不飽和ニトリルモノマー、および
（ｉｃ）前記ポリマーを基準にして、０．１～２０重量％、好ましくは０．５～２０重量
％、より好ましくは１～１５重量％、特に好ましくは１．５～１０重量％の範囲の、第三
のモノマーとしての、少なくとも１種の、α，β－エチレン性不飽和ジカルボン酸モノエ
ステルモノマー、α，β－エチレン性不飽和ジカルボン酸モノマー、α，β－エチレン性
不飽和ジカルボン酸無水物モノマー、またはα，β－エチレン性不飽和ジカルボン酸ジエ
ステル、好ましくは、少なくとも１種のα，β－エチレン性不飽和ジカルボン酸モノエス
テルモノマー；［ここで、（ｉａ）、（ｉｂ）および（ｉｃ）として言及されたすべての
モノマー繰り返し単位の合計が１００重量％である］を含み、
前記ポリマー（ｉ）は、ポリアミン架橋剤をベースとする架橋または橋かけ要素を含み、
前記ポリマー加硫物が、好ましくは１，８－ジアザビシクロ［５．４．０］ウンデカ－７
－エン（ＤＢＵ）、１，５－ジアザビシクロ［４．３．０］－５－ノネン（ＤＢＮ）、１
，４－ジアザビシクロ［２．２．２］オクタン（ＤＡＢＣＯ）、１，５，７－トリアザビ
シクロ［４．４．０］－デカ－５－エン（ＴＰＤ）、７－メチル－１，５，７－トリアザ
ビシクロ［４．４．０］デカ－５－エン（ＭＴＰＤ）およびそれらの誘導体からなる群か
ら選択される、少なくとも１種の二環もしくは多環のアミン系塩基、ならびに少なくとも
１種のアルカリ金属塩（ｉｖ）を含む、
ポリマー加硫物。
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